
知的優秀児の性格特徴に関する一研究

森 重　　敏

1　問 題

　従来，知的優秀児の特質については，Terman，　L　M．ら（1）の生産的な継続研究をはじめ，　Ba1－

dwin，　B．　T．（2）Hollingworth，　L．　S．，（3）Witty，　P．　A。，（4）Hildreth，　G．　H．（5）などによる組織

的研究によって各局面から検討されており，それらによって，知的優秀児が，知能の面のみならず，

性格面や身体的発達においても一般の普通児より優れていることが指摘される。そしてまた，児童

の将来への展望もある程度可能である。　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　しかし，これは主にアメリカの児童についての期待であって，わが国の優秀児についての研究は，

なお欧米のそれに比して低段階にあるといえる。特に，優秀児の本質に直接ふれる主要面と思われ

る性格特徴の問題は，解明を必要とするもっとも重要な課題の一つとして考えられる。

　この意味で，従来わたくしが試みて来た優秀児の諸調査のうち，性格特徴に関する部分をとりあ

げ，優秀児一般の特質を明かにする一手がかりを探ってみたい。

II　方法および手続

　知的優秀児の特徴をできるだけ多角的に調べ，その特異性を探って検討するために，優秀児の遺

伝関係，家庭的背景，生育歴，身体的特徴および健康状態，性格，および適応について各種のテス

ト，質問紙，面接，および事例研究による研究を行った。それに先だち，次のような手続きで知的

優秀児を検出し，あわせて，これと比較するための普通児を選出した。

　1　優秀児の検出

　優秀児研究の基礎的手続として，先ず一つの実験校を選び，その全児童について決定的な知能検

査を実施することにした。そこで，被験校として，地理的環境，社会的階層，学校の水準，および

協力体制といった観点から，東京都港区立三光小学校を選定し，1～6年の各学年にわたって知的

優秀児を発見するという手続きをとった。

　検出にあたっては，まず，すでに学校で実施ずみの集団知能検査（田中B式第1形式）の結果に

基づいて知能偏差値（SS）65以上の児童を見出し，全校で男子30名女子15名の優秀児候補を得た。

（第1次検出）

　次に，こうして選ばれた児童全員に対して，WISC知能診断検査を個別的に実施し，1Ω130以

上のもの，男子19名女子6名計25名を検出した。（第2次検出）これらを，本研究の対…象とすべき

知的優秀児（G群）とした。

　さらに，この実験群としてのGと比較するために，さきの集団知能検査のSS　45－54を有する
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全児童について，学年ごとに優秀児と同数の児童を無作為に抽出し，代表的な普通児（N群）25名

を得た。

　知能テスト実施期は昭和34年1月24日一3月18日，テスターは東京家政大学児童学研究室助手2

名および筆者の3名。

　このようにして得られたG群の1Ω頻度は，Table　1およびTable　2に示すとおりである。

　　　Table　1　優秀児の1Ω分布と出現率　　　　　　　Table　2　優秀児の学年別出現度
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　　　※　出現率は全校児童1051名に対する百分

　　　　　比を示す。

　2　性格検査の実施

　次に，こうして得られたG，N両群に対して，投影法および質問紙法による各種の性格検査を試

みた。すなわち，同年3月～4月に筆者試案の優秀児性格特徴検査，淡路円治郎案性行評定尺度，

三好稔編基本的欲求検査（改訂版）および石川七五三二編著性格興味型検査を行い，35年2月～3

月に，ロールシャッハ・テストを行った。テスターおよび調査者は，東京都立大学心理学専攻学生

2名，同大学院博士課程学生1名（ロールシャッハのみ），三光小教諭外村近および筆者。

狸　結果および考察

　1　WISCの結果
　上述の方法で検出された優秀児の出現度を見るために，知能段階にまとめたのがTable　1であ

り，学年別にまとめたのがTable　2である。両表に示されているように，全G群の出現率は2．4％

となり，WISCにおける最優の理論値⑫2）にきわめて近似している。

　性別出現率は男子の方が大きく，学年別では6年生の出現度が最大で，3年生のそれが最小であ

る。

　また，G群の平均Igは言語性137．24，動作性128．・16，全検査138．16で，その出現率は全校

1，051人中2．　37％である。田中B式テストによるSSではG69．28，　N50．08で，　Gが相対的に1Ω

の高いことがわかる。

　2　教師と両親による性格特徴の評価

　先ず，ヒルドレスの実験的な研究の結果，優秀児の性格特徴としてあげているものを筆者が整理

して，好ましい特徴と好ましくない特徴それぞれ35項目からなる特徴検査を作成し，これをG，N

両群について，担任教師とそれぞれの父母に評定してもらった。その結果はTable　3，　Table　4の
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通りである。

Table　3　質問紙による性格特徴
　　　　　　　（教師の評定）

Table　4　質問紙による性格特徴

　　　　　　　（父母の評定）

一tW．81一

好ま　しい

好ましくない

備 考

G

350（16．7）

69（3．3）

N

145（6．9）

140（6．7）
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Z2＝7　 ．05＞∫》〉．02
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注：数字は特徴項目件数　　（）内はその1人当り件数

　すなわち，教師の評定によると，G群の「好ましい」特徴はN群の2．4倍もあるのに対して，「好

ましくない」特徴は逆にNの方がGの2倍になっている。両親の評定の場合もほぼ同様な傾向を示

している。また70項目のうち，好ましい特徴でGの方が少ない場合は皆無であり，好ましくない特

徴でGの方が多い場合は4件しかなかった。両群の間で差異の著しい特徴項目を挙げると，Table

5，およびTable　6のようである。

Table　5　好ましい性格特徴と好ましくない特徴（教師の評定）
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注：①項目欄の※は親への調査結果。　②検定にZ2検定による有意水準，＊＊＊1％，＊＊2％，

　　＊5％，△△10％，△20％を示す。　③表中の数は％を示す。　④Gは優秀児群，Nは普
　　通児群を示す。以下これに準ず。

　すなわち，教師と父母との評定において若干のズレが見られるが，明朗・知りたがる・記憶力に

富む・理解が早い・言葉豊富明瞭・判断力推理力などの点でG群がN群より優れていることを，両

者の評定は示している。さらに，教師の評定では人気・尊敬・自信・統率力で，また親の評定では，

注意集中・生活の張り，などの点でGが優れている。他方，好ましくない特徴面では両評定者の一

致した傾向として，記憶にぶい・理解遅い・判断推理にぶい・不熱心・物事を知りたがらない・統

率力乏しい・あまり他人をしのぎたがらないといった面でN群が劣っており，常識が乏しい・自信

がない・注意散漫・経験興味を話さないは教師評定で，言葉貧弱・不明瞭・無芸不器用・独創力乏
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しいは親評定で，それぞれNの方が劣位にある。しかし，親の評定で「無気力」，

「うぬぼれる」の項目がNに少なく，Gに多いことは注目される。

教師の評定で

Table　6　好ましい性格特徴と好ましくない特徴（父母の評定）
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注：項目欄の※は注目点，備考欄の◎は教師評定の場合も差の顕著なもの，数字は％を示す。

　3　教師と両親による性行評定

　次に，20項目からなる幼児性行評定尺度（5段階評定）で，同様にして教師と両親の評定を求め

た。その結果はTable　7，　Table　8のように示される。

Tadle　7　性行評定尺度による特徴（教師の評定） Table　8　性行評定尺度による特徴（父母の評定）

贈讐

G

N

一2

0．38

1．52

一1

1．81

2．80

0

3．48

6．61

十1

6．57

5．19

十2

7．76

3．67

G

N

一2

0．8

2．0

一1

2．45

2．55

0

4．25

5．25

十1

5．4

5．05

十2

7．1

5．15

注：G，Nとも各21人　　　注：G，Nとも各20人
　　数字は各評定段階に対する性行項目の平均件数を示す。

　すなわち，この場合も，教師と両親の評定には差異が見られるが，一般にGに＋評定が多く，N

に一評定が多いことがわかる。この傾向を内容的に示したのが，Table　9とTable　10である。
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Table　9　性行評定尺度の分布（教師の評定）

目項

1．気むずかしい
2．興奮しやすい
3．何ごとにも興味薄い

4．気が散りやすい

5．あきっぽい
6．性急である
7．元気がない
8．独創が少い
9．意思を発表しない
10．いいなり次第になる

11．※依頼心が強い

12．剛情をはる
13．　ひとりぽっちを好む

14．わがままを振舞う

15．ふざけたがる
16．ねたみ深い
17．よくすねる
18．※人とよくけんかする

19．冷淡である
20．ものを粗末にする
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　　　計　　132s16・・s　1・39・3　1・・7・3sis…31

注：淡路氏案第11項目「人の厄介になりたがる」，第18項目「入をいじめる」をそれぞれ11※18※

　　のように修正して実施した。

　すなわち，知りたがる・よく注意する・根気がよい・工夫をこらす・率直である・自分の考で行

動する・秩序を守る・ものを大切にするの諸点で，÷2段階のものがGにより多く，気が散りやす

い・倦きっぽい・独創が少い・意志を発表しないの諸点で，－2毅階のものがNにより多いことが，

教師・親両者の評定に共通的に見られる。しかし，平静・自分のことは自分で・すなおの項目で＋

2がGに多いと教師が評定しているのに対し，親の評定では逆にNの方により多いというようなズ

レも見られる。

　4　優秀児の基本的欲求

　次に，4，5，6年のGi群とN群に基本的欲求検査を試みた。本検査の整理法によって，9個の欲

求範疇の強さおよび家庭・学校・社会の各場面の欲求の強さを求め，その程度を所定の標準点表か

ら学年別グルーフ゜別に弱い（一），普通（0），強い（＋）の3段階にまとめると，Table　11のよう

になる。また，各学年を通じて両群における諸欲求の程度を人数（％）で示すと，Table　12のよ

うになる。

　すなわち，上表に見られるように，学年によつて多少傾向は異るが，一一般に，G群はN群に比べ

て，独立・罪を避ける欲求および学校場面の欲求がやや強く，社会的見解の欲求および家庭場面の

欲求が比較的に弱い。その他の欲求については，両者間に大差は見られない。また，概して，Gの
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Table　10　性行評定尺度の分布（父母の評定）

1．気むずかしい
2．興奮しやすい
3．何ごとにも興味薄い

4．気が散りやしい

5．あきっぽい
6．性急である
7．元気がない
8．独創が少い
9．意志を発表しない
10。いいなり次第になる

11．依頼心が強い
12．剛情をはる
13．ひとりぽっちを好む

14．わがままを振舞う

15．ふざけたがる
16．ねたみ深い
17・よくすねる
18．人とよくけんかする

19．冷淡である
20．ものを粗末にする

計

一2

N　G

2
2
2
5
3
3
0
3
4
1
2
5
2
0
1
0
0
1
0
4

1
4
0
2
1
2
0
1
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
1
1

40　16

一1

N’f

3
8
0
3
3
8
0
1
4
1
1
5
1
2
6
1
0
0
0
2

4
7
1
3
3
3
0
0
4
0
2
5
2
3
6
1
1
1
1
4

51　49

0

ING

3
4
0
4
5
4
3
7
1
2
6
7
1
4
6
4
9
4
5
6

5
4
5
1
3
4
4
8
5
6
7
2
4
7
7
7
7
8
9
2

1・・585

十1

N　G

十2

ING
10

Q
1
5
6
6
1
1
4
8
1
0
1
2
2
3
8
6
3
9
6
5
7
9

4
4
1
3
2
4
1
3
4
5
5
5
6
2
3
8
7
5
7
4

　
　
1
ゐ
　
　
　
　
⊥

3
2
5
5
5
5
3
3
5
5
9
4
0
8
5
6
5
1
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
∴
　
　
　
　
　
　
1

5
3
1
8
9
6
5
6
3
8
4
3
6
8
3
4
5
5
3
6

101108 103142

る
る
る
る
い
る
る
す
る
る
る
る
る
る
い
い
る
う
る
る

轍陥気
平
物
よ
根
落
元
工
率
自
自
す
協
秩
悪
そ
我
睦
ひ
も

Table　lt　基本的欲求の程度

＼
年学

年
年
年
6
5
4

愛副成就陣釧独一騰害91罪・・け・iM，会的矧家庭1学校1社会
NGINGi・・IN・iNGiNGINGL・N・INGIING｝・・iN9．
○
○
○

「
○
○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

60100　00100
：81二：1：：樗

○
○

○

＋Oli＋O
I・－9，・一

・・1・・・…

○○
一　十

○○

＋O
注：G群は17人，N群は18人，以下同様

Table　12　基本的欲求の段階分布（％）

’演
「憂情1成就陣釧独立瞬負騨会鵬騨醗睡・け・i杜会的馴家庭1学…I訳’

O
＋

NGI・・INGINGINGINGINGIN・INGilNGINGING
33．3　　17．6　5．6　　11．8・38。9　　ユ1．8

38．9　58．866．7　47．144．4　70．6

27．8　23．5］27．8　4L　216．7　17．6

、＆9、7．、。、7．、！、1．、、7．、

　　　　　1
欝：191：詔：9if：：il：：：

　　　　　1

16．6　29．4

66．6　41．2

16．7　　29．4

61．1　　35：3

38．9　　47．1

0　　17．6

1L　1　35．3

38．9　52．9

50．0　　11．8

11．1　，35．3

50．0　　64．7

38．9　0

：i講繍

場合，欲求間の強弱の偏異度は比較的に著しいが，家庭・学校・杜会の各場面の欲求は，より安定

的である。

　5　優秀児の興味型

　次に，性格興味型検査をGN両群に試みた。本検査の採点法によって，興味型得点から興味偏
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差値を算出し，基準の段階区分に基いて学年別に両群の興味の程度を示すと，Table　13のようにな

り，全学年における両群の興味型の段階分布は，Table　14のように示される。

　　　　　　　　　　　　　　Table　13　性格興味型の程度

6　年

5　年

4　年

理訓経済権力1審美1社会｝宗教1活動
NGiNGINGINGINGINGING
一1　　0

0　　0

一1　　0

十1　十1

十1　　0

一2　　0

0　　0

0　－1

十1　　0

0　　0

一1　　0

十1　　0

一1　　0

一1　　0

0　－1

一3　－3

一3　－3

一2　－3

十1　十1

十1　十1

0　十1

Table　14　性格興味型の段階分布（％）

段階運＼

十3

十2

十1
0

－1

－2

－3

理論睡測権力1審美1社会隊教1活酬計

NGINGiNGINGINGINGINGINδ
　一　　5．9

25．0　　11．7

31．1　　52．9

25．0　　23．5

12．5　5．9

6．2

6．2　5．9

25．0　　23．5

18．8　23．5

18．8　35．3

18．8　5．9

　　　5．9

12．5

6．2　5．9

37．5　17．6

37．5　23．5

18．8　　41。2

　　　5．9

　　　5．9

6．2　11．7

18．8　23．5

50．0　　47．1

18．8　　17．6

6．2

6．2

43．8

31．3

12．5

6．2

5．9

5．9

70．　6

5．9

11．7

6．2

12．5　　11．7

6．2　17．6

75．0　　70．6

43．8　　35．3

25．0　　35．3

12．5　23．5

12．5

6．2

5．9

0．9　0。8

12．5　　12．6

18．8　16．8

27．7　　36．1

19．6　15．1

5．4　7．6

15．2　　10．9

　すなわち，興味型では，Gは高度の理論・審美・社会の興味型を示すものが比較的多く，権力型

のものは少ない。その他の興味型は，G，N，ほぼ同様である。とくに宗教的興味で，両群とも極め

て低段階にあることが注目されるが，これは戦前に標準化されたテスト内容の問題点を示すものと

考えられる。

　6　ロールシャッハ・テストによる特徴

　さらに，優秀児の性格特徴を質的に把握するため，GN両群にロールシャッハ検査を試みた。図

版は原版を用い，実施・処理・考察は主にKlopferによつた。その主な結果をまとめると，次の

ようである。

　先ず，平均反応時間においては，G群21’41”，　N群22’54”，初発時間は，　G群26．08”，　N群

28．65”で差は見られない。しかし，平均反応数においては，G群33．88，　N群3α56で，　Gの方が

やや反応数が多い。

　また，反応の領域（Location），決定因（Determinant），内容（Content）の反応結果をまとめ

ると，Table　15のようになる。

　　　　　　　　Table　15　Location，　Determinant＆Contentの主な反応（平均）

∴潤度

G

N

Location

W D dlDdld＋・dlS

13．76

14．76

10．72

12．20

4．00

1．16

4。04

0．96

8．04

2．14

0．48

0．24

Determinant

M＋IM－IF．

1．64

1．0

0．52

0．44

2．00

1．36

Content

HlAd
4．20

1．88

2．16

1．00
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　すなわち，G群のd＋Dd，　M，　Hはやや多い傾向にある。さらに数個の角度から分析してみる

　と，次の傾向がみられる。

　1）　平均A％　G群47．9％，N群53．1％で，　G群がやや少ない。

　2）　FC：CF＋C　FC＞CF＋CがG群に多く，　FC〈cF＋CがN群に多い。（2％の有意差）

　3）ΣC：MG群にΣC〈Mが，N群にΣC＞Mが比較的多い。
　このような諸傾向は，G群が知的能力において優れているばかりでなく，豊かな想像や興味，分

析的な把握に優れ，環境に敏感で情緒的表現が豊かで，情動の統制も強く，また創造的内向的でも

あることを示している。つまり，先に見た優秀児の性格特徴の優秀性は，こうした一R　・一ソナリティ

の特質によつて支えられていることを知ることができる。

w　要 約

　以上において，普通の一小学校における知的優秀児の検出によってその存在率を確認し，そこで

試みたいろいろな性格検査によって，優秀児の性格特徴を検討した。それぞれの検査面において，

少なからず知的優秀児の性格的優秀性が認められ，傾向としても，多くの優秀性が暗示された。そ

うして見出された特性を，さらにプロジェクティブテクニックによって検討することにより，確認

することができた。今後の課題として，研究方法を吟味し，特に活動場面におけるダイナミックな

特性面を追求し，知的優秀児の本質の解明へ接近しようとするものである。

　付記：末尾ではあるが，本研究の遂行にあたって研究費の御援助を賜わった馬目太平治氏に対して心から

お礼の言葉を申し上げたい。また，終始あたたかい御助言と御鞭　をいただいた山下俊郎先生・および調査

実施に快く御協力くださった三光小学校校長遠藤五郎先生ならびに外村近教諭その他の先生方に対して深く

感謝の意を表したい。なお，実施に多大の労を要した諸種の検査・調査は，本学児童学研究室の上原万里子，

柴田礼子両助手の手を煩わした。あわせて深謝したい。
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